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「
道
の
駅 

釡
石
仙
人
峠
」

　
　
　
　
今
春
オ
ー
プ
ン
へ
建
設
進
む

　
「
道
の
駅　
釡
石
仙
人
峠
」は
、
今
春
の
施
設
オ
ー
プ
ン
（
４
月
下
旬
予
定
）
を
目
指
し
、

現
在
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
24
時
間
利
用
で
き
る
駐
車
場
・
ト
イ
レ
・
飲
料
自
動

販
売
機
を
備
え
る
ほ
か
、
農
産
物
や
地
域
特
産
物
の
展
示
販
売
・
飲
食
提
供
を
行
い
ま
す
。

緑
地
広
場
は
、
地
域
行
事
な
ど
で
の
利
用
も
可
能
で
す
。

施
設
の
概
要

■
名
称
…
道
の
駅　

釡
石
仙
人
峠

■
愛
称
…
ア
ユ
躍
る
清
流
と
甲
子
柿
の
里

■ 

場
所
…
国
道
２
８
３
号
と
仙
人
峠
道
路
交

差
点
に
隣
接
（
甲
子
町
関
沢
地
区
）

■ 

建
物
…
２
棟

【 

多
目
的
棟
】
地
域
特
産
品
・
農
産
物
な

ど
の
展
示
販
売
、
休
憩
コ
ー
ナ
ー
（
飲

食
提
供
・
飲
料
自
動
販
売
機
）
、
道
路

情
報
・
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
提
供

【
ト
イ
レ
棟
】
24
時
間
利
用
可
能

　
 

男
女
各
７
器
、
多
目
的
用
１
器

■
駐
車
場
…
24
時
間
利
用
可
能

　
 

大
型
車
（
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
）
４
台
、

小
型
車
35
台
、
身
体
障
が
い
者
用
２
台

■ 

そ
の
他
の
施
設
…
公
衆
電
話
、
道
路
案

内
板
、
緑
地
広
場

　

農
産
物
出
品
農
家
の
事
前
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
市
農
林

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ】
市農林課　☎22‒2111（内線304）

至遠野仙人峠道路

国道283号至野田

甲　子　川

至大橋

道の駅
釡石仙人峠

位置図



世界遺産登録を目指す橋野鉄鉱山 ラグビーワールドカップ2019誘致へ

　

商
業
と
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な
る
中
心
市
街
地
東
部
地
区
に
は
、
大
型
商
業
施
設
に
続
き
、
一
帯
に
駐
車
場
や

共
同
店
舗
「
タ
ウ
ン
ポ
ー
ト
大
町
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
3
月
に
は
市
民
広
場
が
完
成
す
る
ほ
か
、
年
内
に

「
釡
石
市
民
ホ
ー
ル
」
「
釡
石
市
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
」
（
い
ず
れ
も
仮
称
）
が
相
次
い
で
着
工
予
定
で
あ
り
、

震
災
後
の
新
し
い
市
街
地
の
顔
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
市
内
で
は
約
９
０
０
の
事
業
所
が
被
災
し
、
い
ま
だ
多
く
が
仮
設
施
設
で
の
営
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

な
ど
、
そ
の
再
建
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。[

な
り
わ
い
の
再
建]

な
く
し
て
「
復
興
」
な
し
の
認
識
の

も
と
、
今
ま
で
以
上
に
被
災
事
業
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
再
建
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

将
来
の
希
望
を
創
る
取
り
組
み
と
し
て
、
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
目
指
す
「
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
「
産
業
福
祉
都
市
」
、
鉄
・
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
釡
石
特
有
の
歴

史
・
文
化
を
磨
き
上
げ
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
ラ
グ
ビ
ー

は
、
日
本
で
開
か
れ
る
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
」
の
開
催
都
市
の
決
定
が
3
月
、
鉄
に
関
し
て

は
、
橋
野
鉄
鉱
山
を
構
成
資
産
に
含
む
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」
の
世
界
遺

産
登
録
が
6
月
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
の
見
込
み
で
す
。

　

今
年
は
復
興
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
10
年
間
の
中
間
年
に
当
た
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
い
ま
だ
に

仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
住
宅
な
ど
で
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
人
ぐ
ら
し
の
高
齢
者
お

よ
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
は
、
ご
自
身
、
ご
家
族
の
健
康
や
将
来
に
不
安
、
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
生
活
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
再
建
の
意
向
を
定
め
ら
れ
な
い
ま
ま
悩
ま
れ
て
い
る
方
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

方
々
が
希
望
を
持
ち
、
い
き
い
き
と
こ
の
地
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
一
日
も

早
い
生
活
の
再
建
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

従
来
か
ら
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
へ
の
対
応
と
し
て
、
釡
援
隊
を
は
じ
め
若
者
や
市
外
か
ら
の
人
材
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
、
大
い
に
ま
ち
づ
く
り
に
活
躍
・
貢
献
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ
・
釡
石
」
を
さ

ら
に
進
め
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
い
っ
そ
う
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

昨年12月にオープンしたタウンポート大町 建設が進む上中島町復興公営住宅Ⅱ期

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の
中
期
3
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た[

本
格
復
興]

の
年
と
し
て
、
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
住
ま
い
、
暮
ら
し
の
再
建
な
ど
の
方
向
性
を
定
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

住
ま
い
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
１
３
４
２
戸
の
復
興
公
営
住
宅
を
整
備
予
定
で
、
こ
れ
ら
全
て
の
復
興
公
営

住
宅
の
入
居
申
し
込
み
を
終
了
し
、
建
設
用
地
も
確
保
し
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
に
６
カ
所
・
２
３
７
戸
が
完
成

し
ま
し
た
が
、
今
年
は
2
月
に
「
上
中
島
地
区
Ⅱ
期
」
１
５
６
戸
が
完
成
し
ま
す
。
今
後
は
、
再
建
の
意
向
が

定
ま
っ
て
い
な
い
方
々
の
確
認
を
行
い
、
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
戸
数
と
入
居
者
を
調
整
し
、
早
期
入
居
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
地
区
の
土
地
整
備
に
関
し
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
実
施
す
る
市
内
全
4
地
区
（
片
岸
／
鵜

住
居
／
嬉
石
・
松
原
／
平
田
）
の
仮
換
地
が
7
月
に
終
了
し
た
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
の
被
災
地
区
で
施
工
業
者
も
決

定
し
、
造
成
業
務
な
ど
を
発
注
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
、
造
成
が
完
了
し
た
地
区
ご
と
に
宅
地
の
引
渡
し
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
一
日
も
早
く
皆
さ
ん
に
引
渡
し
が
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

産
業
に
関
し
て
は
、
被
災
し
た
釡
石
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
毎
年
増
加
を
続
け
て
お
り
、
企
業
誘
致
に
つ
い

て
は
、
水
産
加
工
関
連
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
操
業
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
製
造
販
売
会
社
の
立
地
協
定
締
結
な
ど
、
進

出
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
観
光
や
生
活
路
線
と
し
て
重
要
な
三
陸
鉄
道
も
全
線
運
行
を
再
開
し
、
再
開
が
待
望
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
山

田
線
に
つ
い
て
は
、
三
陸
鉄
道
移
管
へ
の
見
通
し
が
立
ち
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
釡
石
線

で
は
、
大
正
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
た
Ｓ
Ｌ
銀
河
が
運
行
さ
れ
、
多
く
の
乗
降
客
・
見
物
者
で
沸
き
返
り
ま
し
た
。

◇
市
長
年
頭
あ
い
さ
つ

「
胆
大
心
小
」
を
肝
に
銘
じ

　
　 
一
日
も
早
い
復
興
を
目
指
し
て

227.1.7広報かまいし3 27.1.7 広報かまいし



県営災害公営住宅（平田団地）の入居者を随時募集しています

灯
油
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

◎募集内容
■募集団地…平田団地　24戸（平成26年12月18日現在）※ペット飼育不可

間取り 募集戸数 家賃目安 申込可能世帯人数
１ＤＫ １戸 5,100～43,900円 単身または２人世帯
２ＤＫ ９戸 6,300～54,200円 制限なし
３ＤＫ 11戸 7,200～62,100円 ３人以上の世帯

車いす対応１ＤＫ １戸 6,300～54,700円 単身または２人世帯で、常時車いすでの生活をし
ている人がいる世帯

車いす対応２ＤＫ ２戸 7,400～64,100円 常時車いすでの生活をしている人がいる世帯

■場所…平田第６地割地内（旧県立釡石商業高等学校敷地）
■構造…鉄筋コンクリート造７階建て
■入居時期…入居手続き完了後、入居可
◎募集期間
　随時（募集住戸がなくなり次第終了します）
◎申込書
　申込書は、県沿岸広域振興局土木部管理課、市都市計画課および
各地区生活応援センターで配布しています。
また、岩手県のホームページからもダウンロードできます。
※ホームページアドレス　http://www.pref.iwate.jp/kenchiku/saigai/kouei/017943.html

問い合わせ
一般財団法人岩手県建築住宅センター（県営住宅指定管理者）
フリーダイヤル　☎0120－208－201
　　　　　　　　☎019－623－4414

　

市
は
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
の
い
る
世

帯
な
ど
に
対
し
、
灯
油
購
入
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

■ 

対
象

① 

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
釡
石
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

※ 

社
会
福
祉
施
設
入
所
世
帯
、
入
院
世

帯
を
除
く

● 

今
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の

高
齢
者
世
帯

　

満
65
歳
以
上
に
な
る
人
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯

● 

今
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の

障
が
い
者
世
帯

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
療
育
手

帳
交
付
区
分
Ａ
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

１
級
に
該
当
す
る
人
が
い
る
世
帯

● 

今
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の

ひ
と
り
親
世
帯

　

父
母
の
ど
ち
ら
か
一
方
、
ま
た
は
父

母
に
代
わ
る
人
が
18
歳
以
下
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
世
帯

② 

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
世
帯

※ 

社
会
福
祉
施
設
入
所
世
帯
、
入
院
世

帯
を
除
く

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、
申
請
不
要

で
す

■ 

助
成
額
…
１
世
帯
あ
た
り
５
０
０
０
円

■ 

支
給
方
法
…
口
座
振
込

■ 

申
請
期
間
…
１
月
15
日（
木
）〜
３
月

２
日（
月
）※
土
日
祝
日
を
除
く

■ 

申
請
方
法

① 

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
市
の
窓
口
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い

② 

申
請
の
際
に
は
、
必
ず
振
込
先
の
通

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※ 

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、

市
か
ら
案
内
文
書
を
送
り
ま
す

※ 

今
年
度
は
、
被
災
世
帯
を
対
象
と
し

た
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん

■ 

申
請
場
所
…
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階（
地
域
福
祉
課
・
高
齢
介
護
福
祉

課
・
子
ど
も
課
窓
口
）
、
各
地
区
生

活
応
援
セ
ン
タ
ー
（
釡
石
地
区
生
活

応
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

▼
障
が
い
者
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯

　

市
地
域
福
祉
課　

☎
22-

０
１
７
７

▼
高
齢
者
世
帯

　

市
高
齢
介
護
福
祉
課　

☎
22-

０
１
７
８

▼
ひ
と
り
親
世
帯

　

市
子
ど
も
課　

☎
22-

５
１
２
１

問
い
合
わ
せ

職
種
・
採
用
予
定
人
数

● 

一
般
事
務

　（
大
学
・
短
大
・
高
校
卒
）
 
４
人
程
度

●
一
般
事
務（
障
が
い
者
対
象
） 

１
人
程
度

●
土
木
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
人
程
度

●
建
築
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
人
程
度

◎
受
験
資
格

1
一
般
事
務

【
大
学
卒
】

　

大
学
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
27
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
で
、
昭
和

59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
の
年
齢
が
30
歳
以
下
）

市職員を募集します

（平成27年４月１日採用予定）

【
短
大
卒
】

　

短
大
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
27
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
で
、
昭
和

61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
の
年
齢
が
28
歳
以
下
）

【
高
校
卒
】

　

高
校
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
27
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
で
、
昭
和

63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
の
年
齢
が
26
歳
以
下
）

2
一
般
事
務
（
障
が
い
者
対
象
）

　

次
の
①
〜
③
全
て
に
該
当
す
る
人

① 
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
介
護
者
な
し
に

事
務
職
と
し
て
の
仕
事
を
す
る
こ
と
が

可
能
な
人

② 

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

③ 

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
平
成
27

年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
18
歳
以
上

35
歳
以
下
）
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
学
歴
を
持
つ
人
（
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
に
高
等
学
校
等
を
卒
業
見
込
み

の
人
を
含
む
）

3
土
木

　

次
の
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
人

① 

大
学
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
27
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
で
、
昭

和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
平
成
27
年

４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
35
歳
以
下
）

② 

１
級
土
木
施
工
管
理
技
士
の
資
格
を
持

問い合わせ 市総務課（只越町３－９－13）☎22－2111（内線115）
ホームページ：http://www.city.kamaishi.iwate.jp/

つ
人
（
学
歴
不
問
）
で
、
昭
和
49

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
年

齢
が
40
歳
以
下
）

4
建
築

　

次
の
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
に
該
当

す
る
人

① 

大
学
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成

27
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

人
で
、
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
平
成
27
年
４
月
１
日
に

お
け
る
年
齢
が
35
歳
以
下
）

② 

１
級
建
築
士
ま
た
は
２
級
建
築
士

の
資
格
を
持
つ
人
（
学
歴
不
問
）

で
、
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
（
平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
の
年
齢
が
40
歳
以
下
）

◎
申
し
込
み

　

受
験
案
内
と
申
込
書
を
市
総
務
課
と

各
地
区
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
受
付
期
限

　

１
月
19
日（
月
）

※
郵
送
は
、
期
限
日
必
着
。

※ 
直
接
持
参
は
、
月
〜
金
曜
日
の
８

時
30
分
〜
17
時
15
分
。
た
だ
し
、

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

◎
第
1
次
試
験
日
／
会
場

　

１
月
31
日（
土
）／
岩
手
沿
岸
南
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
字
平
田
３-

81-

３
）

釡
石
地
区
被
災
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

〜
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

　

県
と
市
で
開
設
し
て
い
る
釡
石
地
区
被

災
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
や
市

の
被
災
者
支
援
制
度
や
日
ご
ろ
か
ら
抱
え

て
い
る
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
の

ほ
か
、
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
が
秘
密
厳

守
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
事
前
に
予

約
を
す
る
と
、
少
な
い
待
ち
時
間
で
利
用

で
き
ま
す
。

■
開
設
日
…
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

■
時
間
…
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

※
専
門
家
に
よ
る
相
談
は
10
時
〜
15
時

■
場
所
…
市
役
所
第
５
庁
舎
１
階

釡石地区被災者相談支援センター
フリーダイヤル　☎0120－836－730
　　　　　　　　☎080－5734－5494

専門家による１月の相談スケジュール

土地家屋調査士 13日㈫・27日㈫
行 政 書 士 20日㈫
ファイナンシャル・
プ ラ ン ナ ー

７日㈬・14日㈬・21日㈬・28日㈬

弁 護 士 ８日㈭・15日㈭・22日㈭・29日㈭
司 法 書 士 ９日㈮・16日㈮・23日㈮・30日㈮

問い合わせ

県営災害公営住宅（平田団地）の入居者を随時募集しています

灯
油
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

◎募集内容
■募集団地…平田団地　24戸（平成26年12月18日現在）※ペット飼育不可

間取り 募集戸数 家賃目安 申込可能世帯人数
１ＤＫ １戸 5,100～43,900円 単身または２人世帯
２ＤＫ ９戸 6,300～54,200円 制限なし
３ＤＫ 11戸 7,200～62,100円 ３人以上の世帯

車いす対応１ＤＫ １戸 6,300～54,700円 単身または２人世帯で、常時車いすでの生活をし
ている人がいる世帯

車いす対応２ＤＫ ２戸 7,400～64,100円 常時車いすでの生活をしている人がいる世帯

■場所…平田第６地割地内（旧県立釡石商業高等学校敷地）
■構造…鉄筋コンクリート造７階建て
■入居時期…入居手続き完了後、入居可
◎募集期間
　随時（募集住戸がなくなり次第終了します）
◎申込書
　申込書は、県沿岸広域振興局土木部管理課、市都市計画課および
各地区生活応援センターで配布しています。
また、岩手県のホームページからもダウンロードできます。
※ホームページアドレス　http://www.pref.iwate.jp/kenchiku/saigai/kouei/017943.html

問い合わせ
一般財団法人岩手県建築住宅センター（県営住宅指定管理者）
フリーダイヤル　☎0120－208－201
　　　　　　　　☎019－623－4414

　

市
は
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
の
い
る
世

帯
な
ど
に
対
し
、
灯
油
購
入
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

■ 

対
象

① 

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
釡
石
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

※ 

社
会
福
祉
施
設
入
所
世
帯
、
入
院
世

帯
を
除
く

● 

今
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の

高
齢
者
世
帯

　

満
65
歳
以
上
に
な
る
人
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯

● 

今
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の

障
が
い
者
世
帯

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
療
育
手

帳
交
付
区
分
Ａ
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

１
級
に
該
当
す
る
人
が
い
る
世
帯

● 

今
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の

ひ
と
り
親
世
帯

　

父
母
の
ど
ち
ら
か
一
方
、
ま
た
は
父

母
に
代
わ
る
人
が
18
歳
以
下
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
世
帯

② 

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
世
帯

※ 

社
会
福
祉
施
設
入
所
世
帯
、
入
院
世

帯
を
除
く

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、
申
請
不
要

で
す

■ 

助
成
額
…
１
世
帯
あ
た
り
５
０
０
０
円

■ 

支
給
方
法
…
口
座
振
込

■ 

申
請
期
間
…
１
月
15
日（
木
）〜
３
月

２
日（
月
）※
土
日
祝
日
を
除
く

■ 

申
請
方
法

① 

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
市
の
窓
口
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い

② 

申
請
の
際
に
は
、
必
ず
振
込
先
の
通

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※ 

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、

市
か
ら
案
内
文
書
を
送
り
ま
す

※ 

今
年
度
は
、
被
災
世
帯
を
対
象
と
し

た
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん

■ 

申
請
場
所
…
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階（
地
域
福
祉
課
・
高
齢
介
護
福
祉

課
・
子
ど
も
課
窓
口
）
、
各
地
区
生

活
応
援
セ
ン
タ
ー
（
釡
石
地
区
生
活

応
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

▼
障
が
い
者
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯

　

市
地
域
福
祉
課　

☎
22-

０
１
７
７

▼
高
齢
者
世
帯

　

市
高
齢
介
護
福
祉
課　

☎
22-

０
１
７
８

▼
ひ
と
り
親
世
帯

　

市
子
ど
も
課　

☎
22-

５
１
２
１

問
い
合
わ
せ
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今月の
インフォメーション

中 小 企 業 退 職 金
共済事業補助金のご案内

　市では企業の育成と従業員の
福祉向上などを目的に、市内中小
企業者へ補助金を交付します。
補助要件…①市内に事業所を有
する中小企業者であること
②補助金申請時に「退職金共済
機構中小企業退職金共済事業本
部」と退職金共済契約を締結し
ていること
③補助金申請時に市税の未納が
ないこと
※補助基準などの詳細について
はお問い合わせください。
※補助対象の被共済者は、釜石市に
住所を有する従業員となります。
申請期限…１月30日㈮17時
申請方法…申請書類を市商工労
政課に提出。書類は商工労政課に
備え付けるほか市ホームページか
らもダウンロードできます。
問い合わせ…市商工労政課☎
22-2111（内線326）

多 重 債 務
相 談 窓 口

　自分の収入で返済しきれない
など、借金で悩んでいる人の相談
に無料で応じます（秘密厳守）。
日時…月～金曜日（祝日、年末年
始を除く）８時30分～16時30分
場所…盛岡合同庁舎4階（内丸
７-25）
電話相談…盛岡財務事務所理財
課☎019-622-1637

健 康 調 査 へ の 協 力 の
お 願 い

　市では、例年、市民の健康づく
り推進を目的として健康調査を実
施しています。今年度は心のケ
アにつなげるための調査を行い
ますのでご協力お願いします。
対象…20歳～64歳の市民4,000
人（無作為抽出）
調査期間…１月19㈪～２月２日㈪
調査方法…郵送による配布、回収
問い合わせ…市健康推進課☎
22-0179

水 洗 化 工 事 の
お 願 い

　お住まいの地区に下水道が整
備されると、生活排水は下水道
に流さなければなりません。下
水道を使用していない人は、速
やかに水洗化工事をしてくださ
い。なお、汲み取りトイレの水
洗化か浄化槽から下水道への切
り替え工事をする人で、改造資
金の融資を希望する場合には、
融資あっせん（一般家庭で60万
円以内）および利子補給も行っ
ていますので、市下水道課（☎
22-1061）へご相談ください。

住 宅 再 建 相 談 会 を
開 催 し ま す

日時と場所…①１月23日㈮10
時～16時、１月24日㈯10時～
12時30分は釜石地区合同庁舎3
階②１月24日㈯14時～16時は
唐丹地区生活応援センター
内容…住宅再建に関する公的支
援・地域型復興住宅などの情報提
供や相談。住宅金融支援機構によ
る個別相談は、同機構（☎0120-
086-353）へ要電話予約。
問い合わせ…県建築住宅課☎
019-629-5933

2015年農林業センサスを
行 い ま す

　農林水産省では、２月１日を
調査期日として、農林業・農山村
地域の実態を明らかにすることを
目的とした調査を、全国の農林業
を営む全ての人を対象に実施しま
す。対象世帯・事業所には１月中
旬から調査員が伺います。調査し
た事項は、統計以外の目的には使
用されませんので、ご協力をお願
いします。
問い合わせ…市総合政策課☎22-
2111（内線135）

住 宅 の 新 築 工 事 で
トラブルが増えています

　「完成が大幅に遅れている」「請求
書の内容が不透明」など、住宅新築
工事のトラブルが増加しています。
契約や支払いを急がせる事業者は経
営状態が良くない場合もあるので、
無料サービスの強調や専門用語に惑
わされず、相談のしやすさや工期の
確実さなどでも信頼できる事業者を
選びましょう。また備えとして、遅
延補償を契約書に記載したり、完成
後の支払いを主とした契約にしま
しょう。トラブルの際は写真で残す
ことも重要です。事業者との交渉が
困難なときは市消費生活センター
（☎22-2701）へお早めにご相談
ください。

行 政 相 談 の お 知 ら せ
～行政困りごとありませんか～

　行政相談委員は、皆さんから行
政に関する苦情や要望を受け付
け、解決に向けて助言を行いま
す。相談無料、秘密厳守なので、
お気軽にご相談ください。
日時…１月15日㈭、２月19日
㈭、３月19日㈭　13時～16時
場所…市消費生活センター相談室
問い合わせ…市総務課☎22-
2111（内線113）

男
みんな
女の視点を取り入れ実践する

地 域 防 災 力 U P 講 座

日時…１月24日㈯
　　　13時30分～15時50分
場所…小佐野コミュニティ会館　
大ホール
内容…①地域防災と男女共同参画
～男

みん な

女の力で地域共助力を高めよ
う～と題して、早稲田大学地域社
会と危機管理研究所客員研究員の
浅野幸子氏が講演
②避難所運営・運営の実際～避難
所開設・運営図上訓練、避難生活
に必要な物品・資材に触れる～と
題したワークショップ
費用…無料
申し込み…１月15日㈭までに市
総合政策課☎22-2111（内線
135）へ電話で申し込み

宮 古 児 童 相 談 所
巡 回 相 談 を 実 施

日時…１月29日㈭
　　　10時～15時
場所…市保健福祉センター９階
内容…子どもの養育や療育につ
いての助言や指導など
申し込み…１月19日㈪までに
市子ども課（☎22-5121）へ
電話で申し込み

〜
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
に
は
「
わ
た
し
の
思
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
花
言
葉
が
あ
り
ま
す
〜

　

寒
い
冬
に
な
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
お
元
気
で
す

か
？
私
は
釡
石
に
来
て
か
ら
、
3
回
目
の
冬
に
な
り
ま

す
。
釡
石
の
み
な
さ
ま
か
ら
伺
う
お
話
の
中
で
心
の
ケ

ア
に
関
す
る
こ
と
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

涙
が
出
る
、
あ
の
時
の
情
景
が
目
に
浮
か
ん
で
何
と

も
言
え
な
い
、
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
る
と
い

う
相
談
が
あ
り
ま
す
。
相
談
者
は
「
3
年
も
経
つ
の
に

…
」
と
心
配
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
特
別
な
こ

と
で
は
な
く
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
当

た
り
前
の
反
応
な
の
で
す
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
来
た
時
に
は
、
次
の
方
法
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
ゆ
っ
た
り
し
た
所
に
座

る
。
そ
し
て
、
大
き
く
深
呼
吸
し
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
。
手
が
震
え
て
い
た
り
、
体
が
冷
た
く
な
っ
て
い

た
ら
、
温
か
い
飲
み
物
を
ゆ
っ
く
り
と
飲
み
な
が
ら
大

き
く
フ
ー
ッ
と
深
呼
吸
を
す
る
。
自
分
の
心
の
中
で

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
」
と
ゆ
っ
く
り
と
言
い
聞
か
せ
る

こ
と
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
は
時

間
と
共
に
ゆ
っ
く
り
と
回
数
が
減
り
、
そ
の
辛
さ
も
薄

れ
て
き
ま
す
。
こ
の
呼
吸
法
を
身
に
つ
け
て
お
く
と
フ

ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
来
て
も
慌
て
た
り
し
な
く
な
り
ま

す
。
是
非
、
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
へ
の
対
応
方
法

＊
相
談
…
全
国
心
理
業
連
合
会
東
北
復
興
支
部　
☎
26-

５
４
５
６

おもいをつむぐ
はなみずき

全国心理業連合会公認
プロフェッショナル心理
カウンセラー

浮
うき

世
よ
　満

ま
理
り
子
こ

各種経営相談会を開催します

　釜石商工会議所は、経営などに関する相談会を、いずれも相談料
無料で開催しています。

相談内容 日　時 対応者
経営相談 随時 中小企業診断士

法律・税務相談 １月14日㈬
13時～16時 弁護士、税理士

融資相談
（小規模事業者・創業企業）

１月８日㈭、22日㈭
11時～15時 日本政策金融公庫

融資相談
（中小企業）

１月15日㈭
13時～15時 日本政策金融公庫

二重ローン相談 １月20日㈫
11時～15時 岩手県産業復興相談センター

場所…釜石商工会議所２階相談室
申し込み…釜石商工会議所指導課（☎22-2434）

2

岩手県行政書士会による
な ん で も 相 談 会 を 開 催

　岩手県行政書士会では、遺産
相続手続きや山林の相続、住宅
再建補助金など被災者支援を目
的とした「なんでも相談会」を
開催します。相談料は無料、申
し込みは不要です。
※開催日の前日までに事前予約
することもできます。
日時…毎月第２土曜日
　　　10時～15時
※受け付け14時30分まで
場所…シープラザ釜石２階
問い合わせ…岩手県行政書士会
事務局☎019-623-1555

要介護認定を受けている人の
確 定 申 告 に つ い て

　介護保険の要介護認定を受け
ている人は、確定申告（市県民
税申告）で次の控除を受けられ
る場合があります。
障害者控除…65歳以上で日常
生活に介助が必要な人や認知症
などで生活に支障がある人は、
市が発行する証明書で控除を受
けられる場合があります。
おむつ代の医療費控除…初回申
告時は医師の発行する証明書が
必要ですが、2年目以降は市が
発行する証明書で代用できる場
合があります。
問い合わせ…市高齢介護福祉課
☎22-0178

ご意見をお寄せください

　市は、次の２つについて意見募集（パブリックコメント）を行い
ます。資料は、市ホームページに掲載するほか、都市計画課、各地
区生活応援センターなどに備え付けます。

募集内容 募集期間

大規模集客施設の立地が制限される特別用途地区
の建築行為の規制を定める「釜石市特別用途地区
建築条例（案）」について

１月21日まで

橋野町青ノ木地区に定めている「特定景観地域」
の構成を一部見直す「釜石市景観計画の変更（案）」
について

１月８日～２月６日

問い合わせ…市都市計画課☎22-2111（内線432）
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【問い合わせ】市世界遺産登録推進室　☎22－2111（内線105）

料理をする佐々木かよさん
（橋野町）

鉄の学習発表を行う釡石東中学校の生徒

くるみだれに
つけたおもち

お雑煮（正月料理）

世界遺産登録に向けて11橋野高炉跡

【
其
ノ
三
】

か
ま
い
し

橋野鉄鉱山世界遺産シンポジウムを開催しました
　12月６日に釡石商工高校で、橋野鉄鉱山世界遺産シンポジウムが開催されま
した。
　午前は、甲子中学校、白山小学校、釡石東中学校の児童・生徒が、当市の鉄
の歴史を学んだ成果を発表し、鉄づくりは、近代製鉄の父・大島高任を多くの地
元の人々が支えたことで成功したことや、あきらめずに取り組むことの大切さな
どを訴えました。
　午後の講演では、大島高任の子孫である大島輝洋さんが、高任やその子：道
太郎と八幡製鐵所のつながりなどを、続いて、産業遺産国民会議専務理事の加
藤康子さんが、橋野鉄鉱山を含む「明治日本の産業革命遺産　九州・山口と関
連地域」の世界遺産登録に向けたこれまでの取り組みなどを紹介しました。
　また、その後のパネルトークでは、橋野鉄鉱山の説明ができるガイドの育成や、観光客の受け入れなどの課題について、会場
の参加者も交えて話し合いました。
　シンポジウムを通して、釡石の鉄の歴史を振り返り、橋野鉄鉱山の意義や価値を再認識しながら世界遺産登録への機運を高め
る一日となりました。

「
く
る
み
だ
れ
で
食
べ
る
お
雑
煮
と
は
？
」

　

み
な
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
「
か
ま
い
し
徒
然
日

記
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
正
月
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
お

雑
煮
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

お
雑
煮
は
地
方
に
よ
っ
て
汁
や
具
材
な
ど

が
違
い
ま
す
。
例
え
ば
、
私
の
故
郷
の
京
都

（
関
西
）
の
お
雑
煮
は
白
み
そ
仕
立
て
で
す

が
、
釡
石
の
お
雑
煮
は
す
ま
し
仕
立
て
で
す

ね
。
関
西
の
ほ
う
が
珍
し
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
そ
う
で
す
が
、
び
っ
く
り
し
た
の
は
お

雑
煮
の
お
も
ち
。

　

ま
ず
、
京
都
の
お
も
ち
は
丸
も
ち
で
す

が
、
岩
手
は
角
も
ち
の
よ
う
で
す
ね
。
そ
し

て
、
そ
の
食
べ
方
に
も
独
特
の
食
べ
方
が
あ

る
と
か
。
岩
手
県
の
三
陸
沿
岸
の
一
部
地
域

で
は
お
雑
煮
に
入
っ
て
い
る
お
も
ち
を
、
く

る
み
を
擦
っ
た
も
の
に
砂
糖
や
し
ょ
う
ゆ
な

ど
で
味
付
け
し
た
た
れ
に
つ
け
て
食
べ
る
風

習
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。
こ
こ
釡
石
で
も
家

庭
に
よ
っ
て
は
今
で
も
そ
の
食
べ
方
を
さ
れ

て
い
る
と
か
。

　

こ
れ
は
是
非
食
べ
て
み
な
く
て
は
！
と
い

う
こ
と
で
、
釡
石
・
大
槌
郷
土
料
理
研
究
会

の
佐
々
木
か
よ
さ
ん
と
三
陸
ひ
と
つ
な
ぎ
自

然
学
校
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
く
る
み

だ
れ
で
食
べ
る
お
雑
煮
を
作
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

く
る
み
だ
れ
に
つ
け
た
お
も
ち
は
、
と
て

も
甘
く
て
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
く
る
み

本
来
の
味
を
堪
能
で
き
、
や
み
つ
き
に
な
り

そ
う
で
す
。
佐
々
木
さ
ん
に
よ
る
と
、
市
販

の
く
る
み
の
粉
で
は
こ
こ
ま
で
味
が
出
な
い

そ
う
で
、
も
し
つ
く
る
な
ら
自
分
で
す
り
鉢

で
く
る
み
を
擦
る
の
が
一
番
良
い
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
お
祖
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
か

ら
代
々
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
で
、
特
別
な
こ
と

で
は
な
い
と
話
さ
れ
ま
す
が
、
次
の
世
代
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
風
習
で
す
ね
。
ま
た
、
長

老
喜
（
ち
ょ
ろ
ぎ
）
な
ど
が
彩
る
正
月
料
理

も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
も
と
も
と
正
月
の
お
雑
煮
は

年
神
さ
ま
に
お
供
え
さ
れ
た
お
も
ち
や
そ
の

他
の
供
物
を
さ
げ
て
お
雑
煮
と
し
、
神
人
共

食
し
て
神
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た

め
の
食
べ
物
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

釡
石
は
い
ろ
ん
な
文
化
が
混
ざ
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
地
域
や
各
家
庭
で
お
雑

煮
は
微
妙
に
違
う
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
こ
の

食
べ
方
を
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
方
は
是

非
、
こ
の
く
る
み
だ
れ
を
作
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
。
つ
い
で
に
白
み
そ
仕
立
て
の
お
雑

煮
も
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

くるみだれの作り方
■材料
　くるみ … 適量
　砂糖 …… 適量
　水 ……… 適量
　塩 ……… 少々
■道具
　すり鉢
　すりこぎ

■つくり方
①くるみを細かく砕いて、なめらかになるまですり鉢で擦る。
② くるみがなめらかになったところで、砂糖を適量入れ、擦り合わせる。
③ 適宜、水を入れながら、さらに柔らかくなめらかになるまで擦り合わせる。
④味見をして、少し塩を加えながら、味を調えて仕上げる。

※このつくり方は一例で、ほかにもつくり方があります。
※お好みにあわせて、しょうゆやみそなどを加える場合もあります。

【問い合わせ】市広聴広報課　☎22－2111（内線138）
参考文献：白い國の詩－風物編－、東北電力株式会社（1988）
　　　　　聞き書 岩手の食事（日本の食生活全集3）、農山漁村文化協会（1984）
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